
国は日本に住むすべての人のために税金を使っています。
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◆ 税はどのように納められているのだろう

◆ 税の公平性について考えてみよう

　財政には、①等しく公共サービスや公共施設を提供する「資
源の配分」機能、②所得の多い人には大きい負担を、少ない
人には小さい負担をしてもらうことで所得の開きを縮める「所得
の再分配」機能、③景気のよいときは増税などで景気を抑制し、
景気の悪いときは減税や公共事業の歳出を増やすことで景気を
上向けるようにする「景気の調整」機能があります。

【財政の役割】

　国や地方公共団体は、集めた税金
を管理し、さまざまな公共サービスや
公共施設の提供のためなどに使ってい
ます。このような経済活動のことを財
政といいます。

【財政】

国や県の1年間（4月から翌年3月まで）の支出のことを「歳
さいしゅつ

出」といいます。
国や神奈川県の歳出の内訳はどのようになっているでしょうか。

　歳出総額のうち、社会保障関係費が約3分の1を占め、次に国債費が続いています。

　歳出総額のうち、教育費は約2割を占めています。

国の一般会計歳出　内訳

神奈川県の一般会計歳出　内訳

豆知識1 豆知識2

県は県民の生活を充実させるために税金を使っています。

◆ 歳
さ い

出
し ゅ つ

 〜国や神奈川県の支出〜

（令和7年度当初予算）

（令和7年度当初予算）

8兆8,976億円（7.8％）

（わたしたちの健康や生活を守るために）

38兆2,938億円（33.2％）

（地方公共団体の財政を調整するために）

公共事業関係費
6兆858億円（5.3％）
（道路や住宅などの整備のために）

防衛関係費
8兆6,691億円（7.5％）

恩給費
2,097億円（0.2％）
（恩給の支払いのために）

（教育や科学技術の開発をさかんにするために）

文教及び科学振興費
5兆6,560億円（4.9％）

→P7参照

（開発途上国の経済援助のために）

社会保障
関係費

国債費

歳出総額
115兆1,978億円

一
般
歳
出

→P6参照

経済協力費　5,050億円（0.4％）

その他

地方交付税
交付金等

18兆8,728億円（16.4％）

（国債を返したり、利子を支払うために）

28兆2,179億円（24.5％）

しんこう

一般歳出
68兆1,071億円（59.1%）

→P5参照

734億円（3.4％）

（健康を守るために）

1,308億円（5.9％）

その他

2,893億円（13.1％）

3,732億円（16.8％）

（事務を運営するために）
4,796億円（21.6％）

（福祉や子育てのために）

（教育のために）

4,163億円（18.8％） 

→P7参照

教育費

衛生費

警察費

土木費

一般会計歳出
2兆2,158億円

→P5参照

総務費

民生費

2,373億円（10.7％）

（安全な生活を守るために）

（道路の整備やまちづくりのために）

2,155億円（9.7％）

公債費

→P6参照

（県債を返したり、利子を支払うために）


